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長泉町生活支援体制整備事業 新聞 

人も地域も日進月歩 
日に日に秋が深まり、気候が気持ちよく澄み渡る好季節となりました。 

少し、夏を振り返ると、今年も新型コロナウイルスの感染が拡大した夏とな

り、各協議体での活動にも大きな影響を与えることとなりました。第１層 SC

で企画していました研修会や勉強会も中止となりました。 

まだまだ、コロナ禍が落ち着かない状況ではありますが、着実に活動 

が前進していますので、各地域での活動を本紙で共有します。 

 

第１層協議体 

第 1 層協議体は、「学識経験者」「福祉関係団体の代表者」「生活支援サービス事業者の代表者」「地縁

による団体の代表者」「介護サービス事業所の代表者」により構成され、第２回が１０月１４日に行わ

れました。第２回目では、各第２層協議体の活動状況や生活支援サービス「チームつながり」事業につ

いての情報共有、生活支援ガイドブックの改訂に向けた意見交換が行われました。 

「チームつながり」事業が各地域で展開していく中、「サービスを受ける側とすれば、名称やサービ

ス内容は町全体で同じ方が分かり易いし、住民に説明しやすい」「サービス内容に関わらず、サポータ

ーは研修を受けた方が、受ける側もする側も気持ちがいい」「利用者ありきの活動でなく、活動者の社

会参加して考えることも必要」といった意見がありました。 

第１層生活支援コーディネーターは、第 1 層協議体の意見を踏まえ、引き続き、第２層協議体やチ

ームつながり活動者がより良い活動・協議が行えるよう、必要な取組みや活動を実施していきます。 

社会資源ガイドブックでは、QR コードや GoogleMap などの機能を活用して、より見やすく、より

活用できるガイドブックになるように進められています。 

「地域たすけあいフォーラム」 

のご案内 
平成 30 年から始まった生活支援体制整備事業

は、本年度で５年目を迎えました。 

そこで、この５年間の活動を振り返りつつ、

今後の活動について考える機会として、「地域た

すけあいフォーラム」を開催します。 

フォーラムでは、静岡福祉大学学長の増田樹

郎様をお招きし、基調講演をいただきます。 

増田先生については、平成 31 年度に開催した

最初の勉強会にも講師としてご協力いただいて

おり、改めて地域の福祉活動についてお話いた

だきます。是非、皆様におかれましても積極的

にご参加ください。 
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「やまびこ」では、生活支援サービスを展開していくために、「チ

ームつながり・北」と名称を付け、着々と準備しております。 

現在は、担い手を発掘するための調査やどんなサービスをどのくら

い行うのかなどといった内容の精査などを行っております。広報紙作

成も同時に行われて 

います。 

「ながいずみ支え合いの会」では、生活支援サービスを提供して

いると、その中から課題や疑問も生じてくるので、活動者の定例会

を開催し、意見交換を行っております。また、サービスを提供しつ

つ、より良い生活支援サービスを提供するために、勉強会や関係者

との意見交換に力 

を注いでいます。 

 

「AYUMU」では、４月に始動した生活支援サービスが順調に進め

られており、徐々に活動件数も増えてきています。 

生活支援サービスでは、出来るだけ利用者の困りごとに応じた支援

が行えるよう、サポーター同士で話し合いなながら、試行錯誤してい

ます。長泉小学校区同様に毎月、定例会が行われ課題共有・意見交換

が行われています。 

 

【協議体勉強会】 
スキルアップ研修 

 

日付:11 月 16 日(水) 

11 月 30 日(水) 

場所:福祉会館 

 

令和４年度後半の研修・勉強会のご案内 

【担い手育成】 
フォローアップ研修 

 

日付:11 月 22 日(火) 

 

場所:福祉会館 

 

【担い手確保】 
新しい担い手養成講座 

 

第２回目として、令

和５年１月開催に向

けて企画中 

【担い手育成】 
情報発信・ニーズ把握 

 

令和５年 2 月開催に

向けて企画中 
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ながいずみ 

支えあいの会 

 また、御殿場市で行われてる移動支援サービスを

視察してきました。視察先は、東山地区と二の岡地

区です。この日は各地区４～５名の利用者がおり、

近くのスーパーで買い物を楽しまれました。 

移動中のバスの中では、皆さん会話が弾み、利用

者も支援者も終始笑顔が咲いておりました。 

「ケアマネさんとの情報・意見交換」、「役場の

出前講座を活用した介護保険の勉強会」、「南小学

校区の生活支援サポートあゆむ」との情報交換な

どを行っています。 

それぞれの機会から様々な情報や知識を得て、

活動が活性化していくことが期待されます。 

また、「AYUMU」を設置した時から行っている

ラジオ体操も継続的に行っており、地域の子どもな

ども参加していく区もあります。 

その他、居場所の再開や新しい取り組みなども検

討されており、バリエーション増えていくことが楽

しみです。 


